
      

「根
室
市
の
介
護
保
険 

20
年
の
歩
み
」 

 
 

平
成
12
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
介
護
保
険
制
度
は
令
和
元
年
度

で
、
20
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

こ
の
20
年
間
の
根
室
市
の
介
護

保
険
が
、
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
っ

た
の
か
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 介
護
保
険
と
は
？ 

  

ヘ
ル
パ
ー
派
遣
制
度
や
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の

高
齢
者
福
祉
制
度
は
、
介
護
保
険

制
度
が
始
ま
る
前
か
ら
あ
り
ま
し
た

が
、
当
時
は
自
治
体
が
本
人
等
の
申

請
に
基
づ
き
サ
ー
ビ
ス
を
決
定
す
る

「
措
置
」
に
よ
る
も
の
で
し
た
。 

 

介
護
保
険
制
度
は
、
基
本
的
に
は

本
人
と
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
の
契
約

に
基
づ
き
、
介
護
度
の
認
定
状
況
に

よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
量
が
決
め
ら
れ
る

シ
ス
テ
ム
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

 

介
護
保
険
は
、
自
治
体
が
運
営
し
、

40
歳
以
上
の
方
が
被
保
険
者
。
か

か
る
費
用
は
、
自
己
負
担
額
（
当
初

は
一
割
）
、
公
費
（
国
・
道
・
自
治
体
）
、

被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
に
よ
っ
て 

       

賄
わ
れ
て
い
ま
す
。 

と
く
に
65
歳
以
上
の
介
護
保
険

料
は
各
自
治
体
で
決
定
し
、
３
年
ご

と
に
見
直
さ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
供
給
が

増
加
す
る
と
、
介
護
保
険
料
も
上

昇
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
は
２

号
被
保
険
者
と
呼
ば
れ
、
そ
の
介
護

保
険
料
は
、
医
療
で
使
う
健
康
保

険
と
と
も
に
納
め
て
い
ま
す
。 

 

高
齢
者
の
人
数
と
認
定
の
状
況 

 
 

今
か
ら
35
年
前
、
昭
和
60
年
の

根
室
市
の
人
口
は
、
約
４
万
人
で
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合
を
示

す
高
齢
化
率
は
7.6
％
で
し
た
。
市

街
地
の
西
地
区
に
第
２
の
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
検
討
し
て
い

た
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

介
護
保
険
制
度
開
始
の
平
成
12

年
度
の
人
口
は
３
万
３
千
５
百
人
、

高
齢
化
率
は
17
．
８
％
に
上
昇
し
て

い
ま
す
。
65
歳
以
上
の
第
１
号
被
保

険
者
は
６
千
百
44
人
で
し
た
。 

 

高
齢
者
が
増
加
し
、
費
用
の
か
か

る
介
護
と
医
療
を
社
会
全
体
で
支

え
る
仕
組
み
を
作
る
必
要
性
が
あ
っ

た
の
で
す
。 

 

市
の
直
営
だ
っ
た
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
事
業
所
を
立

ち
上
げ
、
社
会
福
祉
法
人
が
受
託

し
て
い
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
２

カ
所
は
、
介
護
事
業
所
と
し
て
再
出

発
し
ま
し
た
。
老
人
保
健
施
設
と
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
介
護
施
設

に
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

統
計
に
よ
る
と
、
平
成
12
年
度
の

要
支
援
要
介
護
認
定
者
は
４
百
24

人
、
認
定
率
は
6.9
％
で
し
た
が
、
全

道
平
均
11
．
５
％
、
全
国
平
均
11
．

０
％
と
比
較
す
る
と
、
か
な
り
低
い

認
定
率
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。 

 

10
年
後
の
平
成
21
年
度
、
根
室

市
の
人
口
は
、
さ
ら
に
減
少
し
、
３

万
人
を
割
り
込
む
一
方
で
、
高
齢

化
率
は
26
．
０
％
に
達
し
ま
し
た
。

４
人
に
１
人
が
高
齢
者
で
す
。
第
１

号
被
保
険
者
は
７
千
６
百
76
人
、

要
支
援
要
介
護
認
定
者
は
、
千
19

人
と
な
り
、
認
定
率
は
13
．
３
％
に

ま
で
上
昇
し
ま
し
た
。
全
道
平
均
は

17
％
で
し
た
の
で
、
ま
だ
低
い
推
移

で
し
た
。 

 

国
は
、
介
護
予
防
に
シ
フ
ト
を
変

え
、
重
症
化
さ
せ
な
い
、
要
介
護
状

態
や
認
知
症
の
進
行
を
遅
ら
せ
る

施
策
を
次
々
に
打
ち
出
し
、
平
成

18
年
度
か
ら
は
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
、
根

室
市
で
は
直
営
に
よ
り
運
営
、
既
存

の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
３
カ
所

も
存
続
さ
せ
、
相
談
支
援
業
務
と

介
護
予
防
事
業
等
の
強
化
を
図
り

ま
し
た
。 

 

そ
し
て
令
和
元
年
度
末
、
人
口
は

２
万
５
千
百
64
人
、
第
１
号
被
保

険
者
は
８
千
７
百
28
人
、
65
歳
以

上
の
高
齢
化
率
34
．
６
％
、
認
定
者

は
、
千
６
百
87
人
、
認
定
率
19
．

３
％
ま
で
上
昇
し
て
い
ま
す
。 

 

今
後
の
高
齢
者
の
人
口
は
、
ほ
ぼ

横
ば
い
か
ら
、
少
し
ず
つ
の
減
少
と

な
り
ま
す
が
、
75
歳
以
上
の
後
期

高
齢
者
は
増
加
し
て
い
き
ま
す
。
特

に
団
塊
の
世
代
と
言
わ
れ
る
方
々

が
75
歳
以
上
と
な
る
令
和
７
年
（
２

０
２
５
年
）
に
は
、
要
介
護
の
リ
ス
ク

の
高
い
高
齢
者
の
層
が
、
さ
ら
に
厚

く
な
り
ま
す
。 

 

な
お
、
根
室
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
第

２
号
被
保
険
者
の
方
が
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
令
和
元
年
度
か
ら
逆
転
し
、

第
１
号
被
保
険
者
、
つ
ま
り
65
歳

以
上
の
高
齢
者
の
方
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
ま
さ
し
く
大
き
な
節
目
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

今
後
の
根
室
市
の
介
護
保
険
は
ど
う

な
る
の
？ 

 
 

令
和
２
年
度
は
、
第
８
期
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業

計
画
を
策
定
し
、
令
和
３
年
度
か
ら

５
年
度
ま
で
の
３
年
間
の
介
護
保
険

料
を
決
め
る
重
要
な
年
度
で
す
。
第

７
期
中
の
介
護
保
険
料
は
、
こ
れ
ま

で
に
積
み
立
て
ら
れ
た
介
護
保
険

事
業
運
営
基
金
を
取
り
崩
し
て
、
基

準
年
額
５
万
千
６
百
円
と
し
、
北
海

道
内
の
市
で
は
、
最
も
低
い
介
護
保

険
料
と
し
て
い
ま
す
。 

 

元
気
な
高
齢
者
が
、
も
っ
と
健
康

寿
命
を
延
伸
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

こ
の
低
い
レ
ベ
ル
の
介
護
保
険
料
を
、

今
後
も
推
移
さ
せ
る
こ
と
は
可
能
で

す
。 

 

介
護
保
険
は
、
市
民
の
力
に
よ
っ
て
、

あ
る
程
度
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る

も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

は
、
私
た
ち
の
生
活
に
様
々
な
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。 

健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
い
て
、
改

め
て
考
え
な
お
し
、
介
護
予
防
、
認

知
症
予
防
に
も
関
心
を
寄
せ
て
み

ま
し
ょ
う
。  

 
 

 
 

 
 

 

（福
田
） 

 

ひ
と
り
歩
き
（徘
徊
）高
齢
者 

早
期
発
見
ス
テ
ッ
カ
ー
を 

配
布
し
て
い
ま
す 

認
知
症
に
よ
り
、
ひ
と
り
歩
き

（
徘
徊
）
を
す
る
心
配
の
あ
る
高
齢

者
が
行
方
不
明
と
な
っ
た
場
合
に
、

早
期
発
見
・
事
故
の
未
然
防
止
の
た

め
、
「
早
期
発
見
反
射
ス
テ
ッ
カ
ー
」

を
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
個
別

番
号
を
付
け
た
ス
テ
ッ
カ
ー
を
靴
等

に
貼
っ
て
い
た
だ
き
、
早
期
発
見
に

繋
げ
る
も
の
で
す
。
配
布
の
際
に
、

対
象
者
の
特
徴
や
連
絡
先
な
ど
を

あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
緊
急
時
に
は
警
察
や
消

防
等
の
関
係
機
関
と
情
報
を
共
有

し
ま
す
。 

ホ
ッ
と
だ
よ
り 

 

令和２年度 

第１号 
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